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  日 本 カ リ キ ュ ラ ム 学 会 

  第 26 回（昭和女子大学）大会プログラム 

 

＜大 会 日 程＞ 
◆ 前 日 2015 年 7 月 3 日（金） 15:00～17:00 理事会 
◆ 第 1 日 2015 年 7 月 4 日（土）   

受付 9:15～10:30（80 年館西棟 6 階コスモスホール前フロア） 
10:30～16:00（80 年館 5 階エレベーターホール）       

10:00 
 
 
12:00 
13:00 

 

15:00 
15:15 

 

17:45 

18:00 

 
20:00 
 
◆ 第 2 日 2015 年 7 月 5 日（日） 

受付 9:30～14:00（80 年館 5 階エレベーターホール）     
10:00 

  

12:00 
12:20 
13:30 

 

15:30

課題研究Ⅰ 
（西棟コスモスホール） 

「資質・能力」の育成をどう考えるか 

課題研究Ⅱ 
（西棟 5L44） 

現代社会における教科成立の根拠を問う 
昼食 

自由研究発表Ⅰ（80 年館 5 階各教室） 

休憩 

公開シンポジウム（西棟コスモスホール） 
「特別の教科 道徳」の設置で道徳教育や教育課程がどう変わるのか 

移動（徒歩） 

研究交流会（学園本部館 大会議室） 

自由研究発表Ⅱ（80 年館 5 階各教室） 

移動（徒歩） 
総会（西棟コスモスホール）・昼食 

課題研究Ⅲ（西棟コスモスホール） 
現代日本の教育課程政策における政治・行政・経営をめぐる諸課題 
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１．会場案内：会場は昭和女子大学 80 年館です。正門からまっすぐ進ん

だ右手にございます。大学ホームページでもご確認頂けます。

（http://office.swu.ac.jp/campusmap/） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜アクセス方法＞ 
◆地下鉄： 
●東急田園都市線（半蔵門線直

通）「三軒茶屋」駅下車    

徒歩 7 分 
◆バス： 
●JR 渋谷駅西口バスターミナ

ル 34番のりばより東急バス

に乗車約 13 分。「昭和女子

大」にて下車し徒歩 1 分。 
 
 
 

大会参加要領 
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２．受 付： 
・大会第 1 日目（7 月 4 日（土））の受付は 9:15 から 10:30 まで 80 年館

西棟 6 階コスモスホール前フロアで行います（10:30 から 16:00 まで

は 80 年館 5 階エレベーターホールに受付場所を移動）。 
・大会第 2 日目（7 月 5 日（日））は 9：30 から 14:00 まで 80 年館 5 階

エレベーターホールで行います。 
※日時によって受付場所が異なります。 
※振り込みによる事前受付はありません。当日、参加費を申し受けます。 

 
 
 
 
 
３．研究交流会： 
・学園本部館（大会議室）にて行います。参加費は当日、受付にてお支

払願います。 
 
 
 
４．昼 食： 
・大会第 1 日目（7 月 4 日（土））は、学生食堂「ソフィア」（大学 1 号

館地下）と売店「ショッププレリュード」（人見記念講堂地下）をご

利用いただけます。 
・大会第 2 日目（7 月 5 日（日））は、学生食堂も売店も開いておりませ

ん。大学近隣にコンビニやレストラン、カフェ等が多数ございますの

で、そちらをご利用ください。 
 ・両日ともに学会参加者用にお弁当の受注・販売は行いませんので、ご

了承ください。 
 ・80 年館 1 階に学生ホールがあり、両日利用して頂けます。自動販売機

でパン等を購入できます。弁当等を持参されての昼食はこちらでお願

いします。 
 
５．宿泊斡旋： 
・大変申し訳ありませんが、宿泊の斡旋はいたしません。各会員ご自身

で、手配をお願い致します。 
 

大会参加費  正会員  3,000 円 
        学生会員 2,000 円 
        臨時会員 3,500 円 

研究交流会参加費 4,000 円 
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自由研究発表要領 

 
Ⅰ 発表時間： 
・自由研究の発表時間は、原則として下記の通りです。 

 
Ⅱ 発表資料： 
・発表資料等は、発表者各自で配布分（50 部程度）をご用意の上、当日

の発表開始 10 分前までに各会場の係員に提出して下さい。事前に送

付することはお控え下さい。 
 
Ⅲ 発表用機材： 
・自由研究発表のお申込み時にご連絡を頂いた機材に限り、分科会会場

に準備しておきます。機材を使用する予定の発表者は、各自で事前に

作業確認を行ってください。なお、使用希望機材のうち、液晶プロジ

ェクターにチェックされた場合、パソコンならびに接続ケーブル（特

に Mac ユーザー）などは各自でご用意願います。 
  

Ⅳ 発表中止： 
・発表を取りやめる場合は、必ず事前に大会実行委員会までご連絡くだ

さい。なお、発表時間の繰り上げは行いません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自由研究発表Ｉ及び II の分科会の発表題目の後ろに＊と記し

ているのは、液晶プロジェクター、VHS ビデオデッキ、DVD
プレイヤー、及び、Blu-ray プレイヤーのいずれかを使用する

ことを示しています。 

個人研究発表 発表 20 分 質疑討議 5 分  （計 25 分） 
共同研究発表 発表 40 分 質疑討議 10 分 （計 50 分） 



 
 

5 

連絡通路あり 
（自由研究発表

の会場へ） 

発表会場案内図（80 年館） 

 
＜受付場所（第 1 日目 9:15～10:30）までの経路＞  
※第 1 日目 10:30 以降、ならびに第 2 日目の受付場所は 7 頁を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜課題研究・公開シンポジウム・総会＞：80 年館西棟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正門 

西棟 

課題研究Ⅰ 
公開シンポジウム 

総会 
課題研究Ⅲ 

課題研究Ⅱ

西棟 

80 年館 
80 年館

西 棟

80 年館西棟側のエレベーターに

乗り、6 階までお越しください。

途中、掲示等を準備します。 

第 1 日目の受付場所 

9:15～10:30
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＜ラウンジ（食事・休憩スペース）＞：80 年館 1 階 

昼食（持参）・休憩スペ

ースとして利用可能 
 

 
 
 
＜食堂・売店＞ ※いずれも館外から階段を下りてお入り頂けます。 
         第 1 日目のみの営業になりますのでご注意ください。 

 
 

売店（土曜日のみ） 
人見記念講堂 B1F 

食堂（土曜日のみ） 
大学 1 号館 B1F 

大学 1 号館奥の階段を 
地下へ降りてください。 
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＜自由研究発表＞：80 年館 5 階 

 

 
   【分科会会場】  
   ５Ｓ０１：自由研究Ⅰ－１、自由研究Ⅱ－１ 

    ５Ｓ０２：自由研究Ⅰ－２、自由研究Ⅱ－２ 
５Ｓ０３：自由研究Ⅰ－３、自由研究Ⅱ－３ 

    ５Ｓ０４：自由研究Ⅰ－４、自由研究Ⅱ－４ 
    ５Ｓ３１：自由研究Ⅰ－５、自由研究Ⅱ－５ 

５Ｓ３２：自由研究Ⅰ－６、自由研究Ⅱ－６ 
５Ｓ３３：自由研究Ⅰ－７、自由研究Ⅱ－７ 

 
 

連絡 
通路 
あり 

第 1 日目 10:30 以降、

第 2 日目の受付場所 
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1 日目（7 月 4 日）10:00～12:00                

 
提案者： 
・「21 世紀型能力」の整理を通した学習論と学力論の関係再考 

白水 始（国立教育政策研究所） 
・資質・能力ベースのカリキュラムの危険性と可能性 

石井英真（京都大学）      
・国際バカロレアの取り組み 

赤羽寿夫（東京学芸大学附属国際中等教育学校） 
司会： 
村川雅弘（鳴門教育大学） 
西岡加名恵（京都大学） 

コーディネーター： 
村川雅弘（鳴門教育大学）  浅沼 茂 （東京学芸大学） 
藤川 聡（北海道教育大学） 西岡加名恵（京都大学） 

 
趣旨説明： 
 現在、次の学習指導要領改訂に向けた動きが本格化している。「初等中等教

育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」（2014 年 11 月）では、

①教育目標・内容、学習・指導方法、学習評価を一体として捉えるような教育

課程をどう構想するか、②育成すべき資質・能力を踏まえて、教科・科目等に

ついてはどのような見直しが必要か、③各学校におけるカリキュラム・マネジ

メントや学習･指導方法及び評価方法の改善を支援する方策として何が必要か、

などが問われている。 
 「育成すべき資質・能力」がキーワードとして浮上した背景には、キー・コ

ンピテンシーや 21 世紀型スキルなどに関する国際的な議論からの影響を指摘

できる。急速にグローバル化・ICT 化が進む中、「ポスト近代社会」を生きる

力を備えた人材や市民の育成が模索されていると言えるだろう。 
 しかし一方で、「資質・能力」を強調することについては、①経済的な利益

の追求となってしまい、すべての学習者の権利としての教育の保障がおろそか

になる、②「資質・能力」の育成は家庭での教育的環境に大きく依存すると考

えられるため、社会的に不利な学習者がさらに不利になる、③「資質・能力」

の評価までが視野に入ってきた場合、学校が息苦しい空間となる、④教科内容

が十分に扱われなくなる、といった危険性も指摘されている。 
 そこで、本課題研究では、カリキュラム編成を行うにあたって、「資質・能

力」の育成をどのように捉え、位置づけるべきかについて、今後の展望を探り

たい。

課題研究Ⅰ 「資質・能力」の育成をどう考えるか 
コスモスホール（80 年館西棟 6 階）
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1 日目（7 月 4 日）10:00～12:00                

 
提案者： 
・人間の世界への関わりのモードとしての学びから始まる教科学習とは 

無藤 隆（白梅学園大学） 
・教科成立の基準性と政治性 
―オーストラリアのナショナル・カリキュラムにおける市民科導入を 
手がかりに― 

竹川慎哉（愛知教育大学） 
・ドイツにおいて教科はどのように捉えられているか 

的場正美（東海学園大学） 
司会： 
澤田 稔（上智大学） 
子安 潤（愛知教育大学） 

コーディネーター 
中野和光（美作大学） 
的場正美（東海学園大学） 

 
趣旨説明： 
 戦後日本において民主的人間を形成する目的をもって「社会科」が教科

として誕生し、近年では「生活科」が小学校低学年に導入された。そして、

今日、「道徳」が特別な教科として我が国の学校教育に導入されようとして

いる。このような状況において、改めて学校教育における教科が成立する

根拠を学問的に問うことが求められている。  
 課題研究Ⅱは、学校教育において教科が成立する教育学的根拠を解明し

たい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題研究Ⅱ 現代社会における教科成立の根拠を問う 
５Ｌ４４（80 年館西棟 5 階）



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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1 日目（7 月 4 日）13:00～15:00           司会は五十音順 

                  司会 安藤輝次（関西大学） 
石井英真（京都大学） 

 
13:00 国際バカロレアが求める知識と認知領域の特質 

―科目「歴史」に焦点を当てて―                          ＊ 
橋本直賢（早稲田大学大学院） 

13:25 資質能力育成と SBCD 
―社会像選択の観点                                      ＊ 

佃 繁（プール学院大学）   
13:50 1990 年代以降のカナダ・オンタリオ州における学力保障政策と  

その背景                                               ＊ 
森本洋介（弘前大学）     

14:15 ブルーム理論の日本における受容過程と発展 
―梶田叡一と国立大学四附属中学校の実践を通してー 

古川 治（甲南大学）     
全体討議（14:40～15:00） 
 

司会 中野和光（美作大学）       
西野真由美（国立教育政策研究所） 

 
13:00 インドネシアの学校教育カリキュラムにみる国民形成の変容 

―「地域」の位置づけの視点から―                       ＊ 
中矢礼美（広島大学）   

13:25 グローバル化の中で進められるコンピテンシーに基づく教育と  
道徳の教科化                                    

磯田文雄（名古屋大学）  
13:50 フランスにおける新訂道徳教育の内容構成・指導法、そしてその

理念 
－2015 年 9 月の導入を目前にして―                      ＊ 

石堂常世（早稲田大学（名）・郡山女子大学） 
14:15 ハーバーマスと道徳教育カリキュラムの実践               ＊ 

浅沼 茂（東京学芸大学） 
全体討議（14:40～15:00） 

自由研究Ｉ－１                    ５Ｓ０１ 

自由研究Ｉ－２                    ５Ｓ０２ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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1 日目（7 月 4 日）13:00～15:00           司会は五十音順 

司会 安藤福光（兵庫教育大学） 
松下佳代（京都大学）   

 
13:00 T.J.ムーアの「クリティカルシンキング論」への注目 

―これまでのクリティカルシンキング教育論争の克服の可能性― 
小林祐也（関西大学大学院） 

13:25 「ねらいをめぐる議論（aim talk）」を軸とした大学教員養成の編成

原理 
―昨今の日米の教育改革や教師教育論の批判的検討を通して―＊ 

渡部竜也（東京学芸大学）  
13:50 教職大学院のカリキュラム・指導方法の改善に関する調査研究 

－米国における Ed.D と Action Research の事例から－        ＊  
倉本哲男（愛知教育大学）  

14:15 マイクロティーチングを用いた授業力向上カリキュラムの実践 
―教職大学院における学部卒院生と現職院生との協同的な学び―＊ 

○藤川 聡（北海道教育大学） 
水上丈実（北海道教育大学） 

全体討議（14:40～15:00） 

司会 石田有記（市川市教育委員会） 
木原俊行（大阪教育大学）   

 
13:00 学びの連続性で一人の学習者を育てる教育課程の創造 

―考え抜く生徒が授業を変える―                     ＊ 
八木健太郎（香川大学教育学部附属高松中学校） 

13:25 豊かな日常の創出をめざす学校教育研究 
～単学級８クラス、普通の学校が取り組んだ３年間の研究のあゆ

み～                                              ＊ 
原田三朗（愛知県豊川市立一宮南部小学校）   

13:50 カリキュラムマネジメント支援システムの機能に関する考察 
-カリキュラムマネジメントの評価手法の比較検討（２）-     ＊ 

○本間 学（中村学園大学） ○田村知子（岐阜大学） 
○村川雅弘（鳴門教育大学）   根津朋実（筑波大学） 

全体討議（14:40～15:00） 

自由研究Ｉ－３                    ５Ｓ０３ 

自由研究Ｉ－４                    ５Ｓ０４ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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1 日目（7 月 4 日）13:00～15:00           司会は五十音順 

司会 豊田ひさき（中部大学）     
冨士原紀絵（お茶の水女子大学） 

 
 
13:00 岡崎師範学校附属小学校における音楽題材の生活単元開発 

―山田信義の実践を中心に― 
塚原健太（東京学芸大学大学院） 

13:25 生活綴方教育における野村芳兵衛の独自性 

冨澤美千子（奈良女子大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 
 

13:50 東京市富士小学校におけるドクロリー教育法の受容 
―1920 年代の奈良靖規の実践を中心に― 

橋本美保（東京学芸大学）    
14:15 創生期の女子の理学教育 

～奈良女子高等師範学校を手掛かりに 

氏原陽子（釧路専門学校）    
全体討議（14:40～15:00） 
 
 

司会 子安 潤（愛知教育大学） 
 伏木久始（信州大学）   

 
13:00 戦後改革期における教育課程行政の確立過程 

―文部省実験学校の研究成果の分析を通して―        ＊ 
水原克敏（早稲田大学）  

13:25 ４相の連続関係としてのカリキュラム概念 
－コア・カリキュラムと三層論をめぐる元教師インタビューを  
 手がかりに                                      ＊ 

金馬国晴（横浜国立大学） 
13:50 戦後初期における長野県版社会科カリキュラムの作成過程と内容

構成の特色 
篠﨑正典（信州大学）   

全体討議（14:15～15:00） 
 

自由研究Ｉ－５                    ５Ｓ３１ 

自由研究Ｉ－６                    ５Ｓ３２ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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1 日目（7 月 4 日）13:00～15:00           司会は五十音順 

司会 近藤孝弘（早稲田大学） 
澤田 稔（上智大学）  

 
13:00 授業の文化的スクリプトの構造にもとづくペダゴジカル・コレク

トネスの考察 
―国際比較授業分析を通して―              ＊ 

○サルカール アラニ モハメッド レザ（名古屋大学） 
○柴田好章（名古屋大学）     

13:50 スウェーデンの義務教育における「共生」のカリキュラム 
～合意形成を重視したラーロプラン改訂システムとその変遷～＊ 

戸野塚厚子（宮城学院女子大学） 
14:15 在日外国人教育方針・指針の課題と外国人児童生徒教育 

―共生をめざす教育実践に向けたカリキュラムのあり方をめぐっ

て― 
磯田三津子（埼玉大学）     

全体討議（14:40～15:00） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自由研究Ｉ－７                    ５Ｓ３３ 
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1 日目（7 月 4 日）15:15～17:45                

 
シンポジスト： 

西野真由美（国立教育政策研究所） 

 谷田増幸 （兵庫教育大学） 

吉冨芳正 （明星大学） 

指定討論者： 

 田中統治 （放送大学） 

司会・コーディネーター： 

 冨士原紀絵（お茶の水女子大学） 

押谷由夫（昭和女子大学） 

 

趣旨説明： 
「特別の教科 道徳」が設置され、４月から、全部または一部が実施されてい

ます。教育課程に関する最も専門的な学会である日本カリキュラム学会におい

ては、「特別の教科 道徳」の設置を、我が国の教育の在り方、とりわけ教育課

程の在り方について根本的な改善につながるものとしてとらえ、検討をしてい

く必要があると考えます。 

本シンポジウムにおいては、特に次の点について議論を深めていければと考

えています。 

１．「特別の教科 道徳」のねらいと目的をどのようにとらえるか 

・なぜ、いま、「特別の教科 道徳」が設置されるのか 

・道徳の特質を踏まえた特別な枠組みによる教科化とはどういうことかなど 

２．「特別の教科 道徳」が設置されることで、道徳教育がどう改善されるのか 

・道徳教育の抜本的改革を図るとしているがそれはどうとらえればよいのか 

・今まである道徳の時間とどう違うのか 

・道徳の授業がどう改善されるのか など 

３．「特別の教科 道徳」が設置されることで、学校教育や教育課程がどのよう

に改善されるのか 

・道徳教育を中核とした学校教育とはどういうことか 

・「特別の教科 道徳」の設置によって学校の教育課程がどのように改善され

るのか 

・「特別の教科 道徳」の設置が従来の教育課程論にどのような影響を与える

のか など 

４．「特別の教科 道徳」の設置が教員養成や教育研究者養成にどのような影響

を与えるのか 

・教員養成カリキュラムにおける道徳教育関連科目の改善 

・大学や大学院における道徳講座やコースの設置 など 

公開シンポジウム        コスモスホール（80 年館西棟 6 階） 
「特別の教科 道徳」の設置で道徳教育や教育課程がどう変わるのか 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 

15 

2 日目（7 月 5 日）10:00～12:00           司会は五十音順 

司会 臼井智美（大阪教育大学） 
村川雅弘（鳴門教育大学） 

 
10:00 学校を基盤としたカリキュラム開発における管理的リーダーの 

役割の多様性 
－カリキュラム・リーダーシップ論を分析枠組みとして－    ＊ 

              ○島田 希（高知大学）      
○木原俊行（大阪教育大学）  

10:50 カリキュラムマネジメントへの子どもの参加の可能性        ＊ 
田村知子（岐阜大学）    

11:15 学校図書館による教育課程支援の要件 
―カリキュラムマネジメントの視点から―           ＊ 

西巻悦子（筑波大学大学院） 
全体討議（11:40～12:00） 
 

司会 天笠 茂（千葉大学）   
吉田信也（奈良女子大学） 

 
10:00 現代オーストラリアの教育改革下でのグローバル教育実践の可能

性と課題 
－ナショナル・カリキュラムとの関わりを中心に－          ＊ 

木村 裕（滋賀県立大学） 
10:25 アジア比較に基づく基礎教育課程の「一貫制」に関する理論的・

実践的研究(Ⅶ) 
―生涯学習に向けた提案を中心に―                            ＊  

田中統治（放送大学）   
10:50 過疎地小規模校における小中一貫教育をめぐる実践的課題 

～長野県上水内郡信濃町立信濃小中学校の取り組みを通して～＊ 
伏木久始（信州大学）   

11:15 数学の認識の深化とアイデンティティー形成 
－分数の授業やカリキュラムを題材として－                ＊ 

井上正允（元 佐賀大学）  
全体討議（11:40～12:00） 
 
 

自由研究Ⅱ－１                    ５Ｓ０１ 

自由研究Ⅱ－２                    ５Ｓ０２ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 

16 

2 日目（7 月 5 日）10:00～12:00           司会は五十音順 

司会 遠藤貴広（福井大学）   
金馬国晴（横浜国立大学） 

 
10:00 分かち合い，共に未来を創造する子どもの育成（２） 

- 異学年合宿にみる「創造活動」の実際 -                  ＊ 
○山西達也（香川大学教育学部附属高松小学校）  
○山森光陽（国立教育政策研究所）        
○根津朋実（筑波大学）             
磯田文雄（名古屋大学）            
石井英真（京都大学）             

 
10:50 学校教育における安全教育の現状と課題                    ＊ 

宮田美恵子（お茶の水女子大学大学院） 
11:15 福島第一原発事故からの「復興のカリキュラム」研究        ＊ 

土井妙子（金沢大学）         
全体討議（11:40～12:00） 
 

司会 西岡加名恵（京都大学） 
水原克敏（早稲田大学） 

 
10:00 学校の教育課程の改善を支える教育行政の「専門性」に関する 

   一考察 
－教育課程特例校「塩浜学園」の取組を事例として－        ＊ 

石田有記（市川市教育委員会） 
10:25 教育課程内で実施する土曜授業の試み 

－千葉県野田市における実践－                 ＊ 
        下岡有希子（文部科学省）   

10:50 社会参画する資質・能力を育成するカリキュラム開発 
―農業の６次産業化と四国遍路を題材にして―       ＊ 
        小野智史（香川大学教育学部附属高松中学校） 

11:15 高等学校における教育課程の実施状況について 
－ 新課程実施 3 年後の現場の状況報告 －              ＊ 

大西俊弘（龍谷大学）     
全体討議（11:40～12:00） 

自由研究Ⅱ－３                    ５Ｓ０３ 

自由研究Ⅱ－４                    ５Ｓ０４ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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2 日目（7 月 5 日）10:00～12:00           司会は五十音順 

司会 浅野信彦（文教大学）    
工藤文三（大阪体育大学） 

 
10:00 カリキュラムデザイナーとしての教師の実践的知識の形成過程に

関する一考察                                    ＊ 
○緩利真奈美（昭和女子大学・研究員） 
緩利 誠（昭和女子大学）      

10:25 公民科教師のライフストーリーにおける教科観の変容過程 
―勤務校に応じた教師のゲートキーピングに着目して―     

村井大介（筑波大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 
10:50 社会系教科の教師は何を考えて何を教えているか 

―高校教師のカリキュラム観―                            ＊ 
○川口広美（滋賀大学）        
草原和博（広島大学）        

全体討議（11:15～12:00） 
 
 

司会 久野弘幸（名古屋大学）  
森 久佳（大阪市立大学） 

 
10:00 セオドア・サイザーの教育実践論 

—『ホラスの妥協』に見られる生徒理解・教師論を中心に—   ＊ 
澤田 稔（上智大学） 

10:25 1920 年代におけるウィネトカ・システムのカリキュラム開発 
―集団的創造的活動の実践に果たしたアドヴァイザーの役割― 

宮野 尚（東京学芸大学大学院）          
10:50 自律学習者を育てる「個別化学習」の環境構想と実践 

～いいづな学園グリーン・ヒルズ小中学校の実践事例～      ＊ 
○市川洋子（盛岡大学）               
○上杉賢士（いいづな学園グリーン・ヒルズ小中学校） 

 
全体討議（11:40～12:00） 
 
 
 

自由研究Ⅱ－５                    ５Ｓ３１ 

自由研究Ⅱ－６                    ５Ｓ３２ 



 
＊印は液晶プロジェクター等を使用 
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2 日目（7 月 5 日）10:00～12:00           司会は五十音順 

司会 橋川喜美代（兵庫教育大学） 
増田修治（白梅学園大学）  

 
10:00 保育のカリキュラムにおける自我の脱自己中心化過程 

−シカゴ実験学校におけるある教室の事例−             ＊ 
竹村直記（上智大学大学院） 

10:25 “Starting StrongⅢ”が示唆する幼児教育カリキュラムにおける

「学びの領域」の検討 
－新しい能力観及び「幼稚園教育要領」との比較を通して－  ＊ 

小尾麻希子（武庫川女子大学大学院） 
10:50 公立小学校低学年における英語科導入についての研究 

－岐阜市における事例を通してー 
 齋藤義雄（東海学院大学） 

全体討議（11:15～12:00） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆総会 12:20～13:30 
コスモスホール（80 年館西棟 6 階）

自由研究Ⅱ－７                    ５Ｓ３３ 
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2 日目（7 月 5 日）13:30～15:30               

 
提案者： 

合田 哲雄（文部科学省 初等中等教育局教育課程課長） 
天笠  茂（千葉大学） 
中野 和光（美作大学） 
嶺井 正也（専修大学教授） 

指定討論者： 

安彦 忠彦（神奈川大学特別招聘教授） 

司会・コーディネーター： 

小泉 祥一（白鷗大学）  石田 有記（市川市教育委員会） 
 

趣旨説明： 

 第 25 回大会（2014 年）の「合同課題研究Ⅰ・Ⅱ」では、政権交代後の教

育再生実行会議による矢継ぎ早の教育改革の方針の提示がカリキュラムをめ

ぐる行政や経営に大きな影響を与えている状況に鑑み、近年の教育課程政策に

おける政治・行政・経営上の課題を明らかにすることを目的として４名の登壇

者の提案をもとに議論が展開された。 
その結果、提出された課題は、教育課程に関する内容と手続き過程の２つの

側面から整理される。 
１．内容面としては、学校において育成すべき資質・能力の明確化と教育課   

程の構造化、 
２．手続き過程面としては、①教育内容決定過程における政治的中立性の確 

保、②審議過程への教師の代表、有識者、関係団体、国民等の参加、③文

部科学省内における行政管理過程の分析 
 これらの課題は、教育課程政策における政治と行政と経営の関係性のあり方

を具体的に問う課題である。 
また昨年 11 月 20 日に、文部科学大臣より中央教育審議会に対し、次期学

習指導要領改訂に向けた審議要請がなされた。その諮問事項には、「新しい時

代を生きる上で必要な資質･能力を確実に育んでいくこと」や「学ぶことと社

会とのつながりをより意識した教育」が強調されたり、「指導の方法」にまで

踏み込んだりしているところがあり、これまでの教育課程の枠組みやあり方に

大きく影響することが懸念される。 
このようなことから、本課題研究においては、昨年度の課題研究を継承し、

「現代日本の教育課程政策における政治・行政・経営をめぐる諸課題 －教育

課程基準に関する中央教育審議会の審議過程を中心として－」をテーマとして、

中央教育審議会において学習指導要領の改訂に向けた検討に関わる研究者や

行政官を交えた提案、議論を通じてより具体的に深めることとしたい。

課題研究Ⅲ           コスモスホール（80 年館西棟 6 階） 
現代日本の教育課程政策における政治・行政・経営をめぐる諸課題 
 －教育課程基準に関する中央教育審議会の審議過程を中心として－ 



　１．国語科教育　  千田洋幸・中村和弘◆編著 
  * ２．社会科教育　　           大澤克美◆編著
　３．算数・数学科教育　　藤井斉亮◆編著
　４．理科教育　　               三石初雄◆編著
  *５．音楽科教育　            加藤富美子◆編著

教職概論　　　　　高橋　勝◆編著
教育の理念・歴史　田中智志・橋本美保◆編著
教育の経営・制度　浜田博文◆編著
教育心理学　　　　遠藤　司◆編著
教育課程論　　　　山内紀幸◆編著

《最新の成果・知見が盛り込まれた待望のシリーズ！》
教科教育学シリーズ［全10巻］　　　　

橋本美保・田中智志◆監修    A5判　各巻定価：本体2,200円＋税　＊印＝既刊

　６．体育科教育　  松田恵示・鈴木秀人◆編著
   *７．家庭科教育　            大竹美登利◆編著
    *８．図工・美術科教育　    増田金吾◆編著
　９．英語科教育　　           馬場哲生◆編著
 *１０．技術科教育　　           坂口謙一◆編著

《一流執筆陣による新カリキュラムに対応したシリーズ！》
新・教職課程シリーズ［全10巻］

田中智志・橋本美保◆監修　A5判　各巻定価：本体2,200円＋税
道徳教育論　　　　　松下良平◆編著
特別活動論　　　　　犬塚文雄◆編著
教育方法論　　　　　広石英記◆編著
生徒指導・進路指導　林　尚示◆編著
教育相談　　　　　　羽田紘一◆編著

〒160-0014 東京都新宿区内藤町 1-6　TEL：03-5312-8890　FAX：03-5312-8895
e-mail:info@ichigeisha.co.jp URL:http://www.ichigeisha.co.jp

良質な専門図書出版
教育／保育／政治





●放送大学テキスト

放送大学教育振興会一般
財団
法人

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1－14－1

TEL 03-3502-2750
FAX 03-3592-2482

www.ua-book.or.jp

坂田仰
学校と法

福沢周亮
言葉と教育

住田正樹
家庭教育論

田中博之
カリキュラム編成論

教育社会学
天野郁夫・藤田英典・苅谷剛彦

小川正人・岩永雅也
日本の教育改革

坂野慎二・藤田晃之
海外の教育改革

住田正樹・田中理絵
人間発達論特論

堺正之
道徳教育の方法

授業研究と学習過程
秋田喜代美・藤江康彦

●ご希望の方に「図書目録」をお送りします。詳しくは

岡崎友典・夏秋英房
地域社会の教育的再編

由布佐和子
現代日本の教師

道徳性形成・徳育論
押谷由夫

師岡章
幼児教育の指導法

岡崎友典・永井聖二
教育学入門 -教育を科学するとは -

近藤博之・岩井八郎
教育の社会学

岡崎友典・梅沢実
乳幼児の保育・教育

三宅芳雄・三宅なほみ
教育心理学概論

小野寺孝義
心理・教育統計法特論

安彦忠彦
教育課程編成論
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光村図書の道徳副読本

きみが いちばん ひかるとき

自分自身の心の成長を実感してもらえるように,
各学年に「心の木」を掲げました。

「道徳の時間」は，
自分の心を見つめながら考える時間

情報モラル・いじめ問題・環境問題・共生等，子どもたちを
取り巻く現代的な課題を，コラムと資料の組み合わせで，
総合単元的に深めていくことができます。

教科化を見据えて
を

定価：本体 514 円 +税 定価：本体 528 円 +税

小学校 中学校

[ 教師用指導書 ]

小学校：本体 2,500 円 +税

中学校：本体 2,500 円 +税




